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そこで本論においては，ボードレールの作品， {La Chambre double}と{MonCaur mis 
a nu， XI (19)}についての解釈をめぐって，前述した 4人の批評家たちの論における解釈
とサルトルの解釈とを比較し，サルトルのボードレール論を再考する O
1 .批評家たちのボードレールのテクス卜解釈













Il y a dans tout homme，主 touteheure， deux postulations simultanees， l'une vers Dieu， 
l'autre vers Satan. L'invocation a Dieu， ou spiritualite， est un d白irde monter en grade; 
cele de Satan， ou animalite est une joie de descendre. 





































次に， {La Chambre doubldについての批評家たちの解釈を見てみよう。この詩はプラ
ンショとリシヤールがヲl用している O
まずプランショを取り上げる O ブランショがその (L'Echecde Baudelaire)において明
らかにしようとしているのは，歯に衣を着せずボードレールの生の失敗を語ったサルトル
のボードレール論とは反対に，サルトルの提示する詩人の失敗した生においてこそ，






こうした観点からプランショは， {La Chambre doubldが示しているのは，時間が止ま
り永遠によって支配されている詩的純粋さの象徴としての部屋であり，そしてその部屋の























































{L'Invitation au voyage}や {LeConjiteor de l'artiste}に認めている O またこの「無限」と
いう概念は r超越」や「不満足」といった概念と同じであり，それらは一様に人聞が
「二つの対立する力の実践の結果生まれてくるある緊張関係であり，そのどちらともが人
間性の破壊を目指すJ (p. 38)ものであるとされる O すなわちそうした緊張関係こそが，
サルトルの考える神とサタンに対するボードレールの「二つの嘆願書」である O サルトル
はパスカルを引用し次のように続ける O
Lorsque Pascal ecrit que {I'homme n'est ni ange凶 bete?， il le concoit comme un cer-
tain etat statique， une {nature? intermediaire. Ici rien de tel: l'homme baudel出 enn'est 
pas un etat: c'est l'interference de deux mouvements opposes， mais egalement centri-
fuges dont l'un se porte vers le haut et l'autre vers le bas. [..] deux formes de la trans-
cendance que nous pourrions nommer， apres Jean Wahl， transcendance et transdescen-







次に， <La Chambre double}についてであるが，サルトルは，論の結論部においてボー













(p. 158)を選びとったのだと述べる O すなわち，完全に懐古主義的な態度をとるのではな
く，常に過去を向きながらも現在にも関心を払うような，あるいは LesFleurs du Malに
描かれているような「現在のうちに復興させられた過去J (BAUDELAIRE， <Un Fantome}， 




























に彼は学ぶということがなかった ([BaudelaireJa refuse l'experience， rien n'est venu du 
dehors le changer et il n'a rien appris}J (p.178)と述べて，詩人の態度を批判していること






彼らが述べる「ボードレールの成功」とは，Les Fleurs du Malに対する高い評価であ







ショはサルトルが LesFleurs du Malの価値を過小評価していると主張している。しかし
その一方で， リシヤールがサルトルを引用しつつ自らの論を展開していることもまた事実













はないのである O 批評家たちはサルトルの Bαudelaireから「ボードレールの成功」を擁
護しようとしているのであるが，サルトルが「ボードレールの失敗」と見なすものは，決
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